




大 束 貢 生 ・富 川 拓
要 旨
この小論 の 目的は地 域社会の中で生 活す る外 国籍住 民 と日本人 との共生 に必要 な要因を分析す るこ
とを試 み ることにあ る。 このために,外 国籍住 民 に対 して支援 を行 うボラ ンテ ィアを してい る日本人
に対す るイ ンタ ビs一 調査を行 った。 その結果か ら,外 国籍住民 と日本人 との共生 につ いて以下の9
要因が考 え られ る。① 外国語教 員の経 験,② 外 国語 への関心,③ 外 国の事情へ の関心,④ 地域社会 に
対す る愛着,⑤ 自分が住んでいる地域 社会を外 国人に紹介 したいとい う思 い,⑥ 人間その ものへの関
心,⑦ 仕事 上での外国籍住民支 援の必 要性,⑧ 病気な どでの生活 の変化,⑨ ホームステ イの経験。
キーワー ド:外 国籍住 民,地 域社 会,共 生社会,日 本語教育,ボ ラ ンテ ィア











文化共生社会を築 くことが求め られている。 し












理解 し,相 互に接触 し,対 立 し,対 話 し,理 解



























人々の語 りを分析しようと思 う。その際,① ボ
ランテ ィアを志 した直接のきっかけ,② それ以
前にあった接点,③ 接点と関係する生育環境か
ら,考 えたい。
2.調 査 の概 要













Aさ ん(59歳 ・女性)は,日 本語支援ボラン
テ ィア団体 「S」の創設者である。現在は団体
代表をBさ んに譲っている。
3.1.1.ボ ラ ン テ ィ アを 志 した 直 接 の
き っか け
Aさ ん が 「S」 を 設 立 した き っか け と して 以
下 の よ うに 語 って い る。 そ もそ もAさ ん は,
「S」 設 立 の前 に,「V」 と い う国 際 交 流 の ボ ラ
ンテ ィ ア団 体 を 組 織 して いた 。
「V」(H市 の別 の外 国籍住民支 援 ボラ ンテ ィ
ア団体)は1988年 に設立 されて お りま して,こ
れ は日本語指導 だけではな くて,「 いろい ろ日本
に滞在 して らっ しゃる外 国人 の方 との交 流を深
めま しょう」 い うことで,い ろい ろな活 動を し
て いるグル ープなんです。 「V」 というところで
代表の0さ ん と二人 で 「実技 を勉 強 しな くて は」
ということで 日本語指導部 とい うものを設 けて,
日本語 指導を ボ ランテ ィア と して始 めた という
の が,ボ ラ ンテ ィアに入 る一番 の実践 のス ター
トということです。
rV」 がH市 では一 番初めに 日本語教室を開 き
ま したが,そ の数年後 にH市 がバ ックア ップ し
て いるH市 国 際協会 とい うところですね。 そ ち
らの方 が 中心 にな って 日本語教室 を開 かれ ま し
た。 それ が水 曜 日の夜 というこ となん ですね。
「V」 は土 曜日の午後。 それで(外 国籍住民 であ
る)学 習者 か らです ね,や は り勤務体 系 によ り
ま して 「水 曜 日に も行 けな い,土 曜 日に も行 け
ない」(と い う声が 出た)。 それで 「日曜 日は休
みだか ら,日 曜 日の教 室を」 と言 われてたん で
す。
以 上 の よ うにAさ ん に は,「S」 を設 立 す る
前 に外 国籍 住 民 との交 流 ・支 援 の ボ ラ ンテ ィア
の経 験 が あ り,外 国籍 住 民 か らの要 請 に よ って
別 途 「S」 を設 立 して い る。 した が ってAさ ん
に は,ボ ラ ンテ ィア を始 め る以 前 か ら,外 国 籍
住 民 支 援 ・国 際交 流 へ の 関心 が あ った と考 え ら
れ る。
3.1.2.そ れ以 前 に あ っ た接 点
で は,な ぜAさ ん は 日本 語 教 室 と して ボ ラ ン
テ ィア を す る こ とに な った の で あ ろ うか 。 この
経 緯 に つ い てAさ ん は次 の よ うに語 る。
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私 が 日本 語指導 に私 が入 った きっかけ という
は,国 語 と英語 の教 員の経験 が ございま して,
日英 語比較 に興味 を持 ち ま した。 それで そのと
きに 「日本 語教育 とい う分野 があ ります よ」 と
い うことを知 りま して,勉 強 か ら始 めた。 その
当時 は大学,大 学 院 ともに 日本語教 師の養成 の
学部 はほ とん どございませ ん。 どち らか といい
ます と英語 を専 門 として いる方 々が 日本語教育
の方 に多数 入 って お られ ま したので,英 語か ら
日本語 というそ ういう流れで。私 の方 もそ ういっ
た分 野 があ るとい うことを この年 まで知 りませ
んで したので,「 非常 に面 白いな」 と思 って入 っ
たのが,き っかけなんですね。
Aさ ん は 国語 と英 語 の教 員 が あ り,そ の経 験
か ら 日本 語 教 育 を始 め た と語 って い る。 ま た,
Aさ ん は現 在 の仕 事 と して 大 学 の非 常 勤講 師で,
留 学 生 た ち に 日本語 指 導 を して い る。 有 償 ・無
償 に関 わ らず 日本 語 教 育 を行 って い る こ とか ら
す れ ば,Aさ ん の外 国籍 住 民 支 援 の要 因 は,語
学 へ の 関心 が あ った こ と か ら始 ま って い る ので
は なか ろ うか。
3.1.3.ま と め
Aさ ん は語 学 へ の 関心 か ら日本 語 教育 を学 び,
指 導 を行 うこ とに な り,さ らに 日本 語 教 育 と い
う仕 事 や ボ ラ ンテ ィア を行 うこ と に結 びつ いて
い る。 こ の過 程 は,困 って い る外 国人 に直 面 し
て 何 と か支 援 を した い と い う強 い動 機 が あ った
か らと も考 え られ る。 過 去 の教 員 暦 で も外 国 人
の学 生 に対 して何 らか の接 点 が あ り,仕 事 が ら
み の外 国人 支 援 が遠 因 と な っ て い るか も しれ な
い。
3.2.Bさ ん の イ ン タ ビュ ー結 果 か ら
Bさ ん(62歳 ・男 性)は 「S」 の現 在 の代 表
で あ る。
3.2.1.ボ ラ ン テ ィア を志 した 直 接 の
き っか け
Bさ ん は 「S」 で外 国人 支 援 ボ ラ ンテ ィ アを
始 め た き っか け を次 の よ う に語 っ て い る。
(定年後 は)ボ ランティアを しようと思 って い
ま した。 会社 も長 い こと勤 めていま したの で,
これか らは無理 して仕事を探 してや るよ りは 自
由 に,残 された時 間を,今 まで会社でや って い
た経済 的な ことよ りも,少 し変 わ った分野 を 出
来た ら良いなあ と思 って,ボ ラ ンテ ィアの講座
に参加 していたの です。 その 中に 「V」 の 日本
語教 師養成講座 があって,そ れを受けたのが きっ
か けです ね。他 に もあ りま したが これ に絞 りま
した。 定年を少 し早 く,59歳 で辞 めま したか ら。
これ(S)を 始 める年 の前の8月 に 「V」 の研
修を受 けま して。 仕事 を辞 めたのは5月 で した
が,す ぐにや りたい ことを探すためにボランテ ィ
アの講座 を受 けま して,こ れ でい こうと固 ま っ
たのが12月 で した。
(「S」 でボ ラ ンテ ィアを)い くつかや ってみ
て これが 自分 にあ うかな(と 思 って)。他 に も,
福祉,障 害 の方 に食事 を させ た りして いる人 の
ことを聞 いた り,実 際,障 害者 の方 の養護 です
ね,こ れは何回か行 きま した。講習 も受 けた し
ね。 福祉養 護のボ ラ ンテ ィア に2,3月 行 きま
した。 しか し,決 ま った 日(活 動 日)が 悪 か っ
た しい くつ も出来 ないので,一 つ に絞 りま した。
まあ,自 分 な りに考 えて これだ った ら自分 で出
来 るかなあと思 ったのです。
(外国語 にたんの うなのです かとの問 いか けに
対 して)い え。 これを機 会に,英 語 を勉 強 しな
ければな らない ということで,英 会話 を。 それ
を機 会で はないけれ ど,ち ょっと前 か ら将 来海
外 ボ ランテ ィアに行 った時,英 語 も必 要 とい う
こ ともあったんで,こ れをや ってか らはよ りは
熱心 にな った。 英語 がたんの うだか らこれを し
たのではない し。
以 上 の よ う に,Bさ ん は離 職 を き っか け に し
て,今 ま で の人 生 を 振 り返 り 「経 済 的 な こ と」
で は な い分 野 と して,ボ ラ ンテ ィア を志 して い
る。 そ して い くつ か の ボ ラ ンテ ィア を経 験 した
後,外 国籍 住 民 支 援 ボ ラ ンテ ィア と して の 日本
語 教 育 を選 択 して い る。 そ の選 択 の要 因 と な っ
た の は外 国語 の よ うで あ る。
3.2.2.そ れ 以前 に あ っ た接 点
で は,な ぜBさ ん は外 国人 支 援 ボ ラ ンテ ィ ア
を す る こ と にな った の で あ ろ うか 。 この 経 緯 に
つ いてBさ ん は次 の よ うに語 る。
外国籍住民を支援するたあの社会的要因について3
(それ以前のボランテ ィア経験は)な いですね。
で きなか った。仕事 で余裕がなか った。(で も)
海外 ボラ ンテ ィア(団 体)やNGOの 会員 には
早 くか らな っていま した。一 番古 い,里 親の ボ
ランテ ィア,そ れは会員ですが,「 里親 になる」
とい うことで,月 々(お 金 を)送 る とい う形 の
ボ ランティアには関心が あったので。 自分 が実
際 に体を使 ってする というのは,職 か ら離 れて
か ら。 チ ャンスがな いので,そ ういう(離 職 と
い う)状 態 にな った ので しよ うか とい うことに
な った。 学生時代はや っていない。 その時 はボ
ランティア,ボ ランティア と言 って いない。最
近 になって一 般的にな って,み ん な もや りだす
ようになったけれ ども,そ れはあ る程 度 ここ数
年そ ういった形な った けれ ども,わ た しらの若
い時分,学 生時代,学 校 で もボラ ンテ ィア とい
うことを聞いたことが無か ったか もしれ ません。
それ(援 助な どの関心 について)は あ ったか
もしれませ ん。 そういったや って いるところを。
里親 とか,海 外の貧しい国々のことを新聞,ニ ュー
スな どで関心 があ った。40歳 過 ぎてか らだ と思
います。
Bさ ん に は 「S」 へ の 参 加以 前 に つ い て の直
接 的 な ボ ラ ンテ ィア経 験 はな い よ うで あ る が,
40歳 を 過 ぎ て か ら海 外 の 子 ど もた ち へ の送 金 と
い う形 で海 外 ボ ラ ン テ ィア を行 って い た。 外 国
の 事 情 に つ い て以 前 か ら関心 が あ り,そ の関 心
や 海 外 ボ ラ ンテ ィアへ の 関心 が,現 在 の外 国籍
住 民 支 援 ボ ラ ンテ ィ アを 行 う遠 因 とな って い る
よ うで あ る。
3.2.3.接 点 と関 係 す る生 育 環 境
で は,Bさ んが外 国 の事情 に関心 を持 った き っ
か け は何 だ った ので あ ろ うか 。
独 身,結 婚の時 は(海 外 ボラ ンテ ィア につ い
て)考 え ることはないです。(両 親 な どのボラ ン
テ ィア活動 に関 して)そ れはなか ったですね。
うちは農業,働 くこ とだけで,日 々貧 しかった。
その 日仕事 を終え るだけでせ い一杯 で したか ら
ね。
以 上 の よ うに,40歳 以 前 に は海 外 に関 す る関
心 もな く,両 親 か らの影 響 もほ とん どな か った
よ う で あ る。
3.2.4.ま とめ
Bさ ん は,定 年 直 前 に な って これ ま で の人 生
を振 り返 り 「経 済 的 」 な生 き方 か ら別 の生 き方
をす るた め に外 国籍 住 民 支 援 ボ ラ ンテ ィア を志
して い る。 そ の際 の外 国 籍 住 民 支 援 ボ ラ ンテ ィ
ア を選 択 した の は,40歳 以 降 の 「外 国 の事 情 へ
の 関心 」 や 「海 外 の子 ど もた ちへ の送 金 とい う
形 で の海 外 ボ ラ ンテ ィア」 が あ っ た。 さ らに 日
本 語 教 育 とい う視 点 か らみ る と,Aさ ん と同 じ
ように外 国語(英 語)と い う語 学 へ の関 心 が あ っ
た と考 え られ る。
3.3.Cさ ん の イ ン タ ビ ュー 結 果 か ら
3.3.1.ボ ラ ン テ ィアを 志 した直 接 の
き っか け
Cさ ん(61歳 ・男 性)は 「S」 で外 国i籍住 民
支 援 ボ ラ ンテ ィア を始 め た き っか け を次 の よ う
に語 って い る。
(55歳以降の働 き方 は)月15日 ぐらい(の 出勤)
かな。 「ち ょっと余裕が出来 る」 と思 ったか ら,
「もう一つ(ボ ランテ ィアを)や りたいな」 と思 っ
て。
今年(2003年)の2月 ぐらいですか ね。 たま
たま,市 の広報関係 で見て,そ してまあ見学 し
て始め た って事なん ですが。 応募 したの は4月
か5月 ぐらいです。 た また ま(市 の広報 で)見
て,「S」 だ け見にい って,「 ああ,(こ こに しよ
う)」 と思 って きただ け。広報見て て も 「外国な
んやろな,外 国の人の」 というこ とや ったか ら。
Cさ ん に よれ ば,「S」 へ の参 加 は た ま た ま
で あ り,外 国 人 との 接 点 を 持 つ た め に 「S」 で
ボ ラ ンテ ィ アを 始 め た とい う。
3.3.2.そ れ 以前 に あ った 接 点
で は,Cさ ん は どの よ う に して 外 国 人 と の接
点 を 積 極 的 に持 つ よ う にな って い った の で あ ろ
うか 。
社会 人の時 は55歳(でH市 に住 むまで)ま で
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なん に もな いです。 家庭が ある し,ほ んで金融
機関だ し,ボ ラ ンティアす る余裕全然 なか った。
(会社を選択す るときに,地 方勤務 のある会社 を
選択 したの は)北 海道か ら沖 縄 まで都道 府県 に
(支社が)1つ ずつあ るか ら。そ こへ毎月 い くか
ら。 そ こで いろんな とこ見 るか ら。 それ はそれ
でい ろんな見 るのが好 きだ った とい うことはあ
る。好 きなの と,歴 史 と,い ろんな の と,こ れ
はね。 好 きなのは街 道が好 きなんです。 街道歩
きが。中 山道 とか,東 海道 とか,伊 勢街道 とか。
司馬遼太 郎が好 きなんです。 司馬遼太郎 の 『街
道 を ゆ く』 よ。 あれの愛好者。 一巻か ら,あ れ
は湖西 を行 く第一巻 があ ったやん。 司馬遼太郎
は滋賀大 好 きや。湖 西第一巻 や。 湖西 とか 甲賀
とか五 つ書 いて るやん。 要す る に司馬遼 太郎 の
愛読 者。 『街道 を行 く』。 ああい うのが好 きやね
ん。
以 上 の よ うに,社 会 人 時 代 に は ボ ラ ンテ ィア
に対 す る関心 は な か った よ うで あ る。Cさ ん に
よ れ ば,当 時 は 「歴 史 」 「街 道 」 に対 す る興 味
が あ った よ うで あ る。
そ の後 定年 を迎 え,Cさ ん はH城 のボ ラ ンテ ィ
ア ガ イ ドを行 うよ うに な る。
き っか け はこち らのH城 のボ ランテ ィアガ イ
ドや っと った こ と。 僕 は転 勤 族 です。 こち ら
(H市)へ 帰 って きたのは,55歳 の職制定年で帰っ
てきたん ですね。60歳 にな ってか ら,ま あ完全
に定 年 にな ってか らとかい うん じゃあ,ま あそ
の時 には体 が言 うこときかない し。 「元気 なとき
か ら何か や りた いな」 と思 って。 もと もと会社
関係 で も全 国出張 してた り,知 らな い とこ見た
り,文 化 見た り,い ろんな地方 見た りす るの好
きだったか ら,旅 行なんか して た し,そ んなきっ
か けで いろんな とこ見 てた り したか ら,ま あそ
うい う歴史 的な もの も好きで ある し,ち ょうど
たまた まH城 もある し,そ れ でガイ ドを。 これ
は土 日だけです けどね。 そ ん ときはず っと勤 め
てたか ら。
(き っかけは)ど っか に(ボ ランティアガイ ド
募集 の広告 が)貼 ってあ ったんかな あ。 そ こで
市役 所 に聞 いたん です よ。市役 所が直接 案 内出
して。 それで始 めたんです。 ボ ラ ンテ ィア ガイ
ドを(し てお ると)い ろんな所か ら(観 光客 が)
来 る。来 る人 に対 して,僕 は県外 に出張 して各
地方 を見 るのが好 きや ったか ら大 概相手 が 出来
るん だよ。 そうい うあれ も,も と もと新 しい も
ん見 るのが好きや ったか らね。
(観光客の 中には)植 物に興味のあ る人 もいる
し,歴 史 に興味が(あ る人 もい る)。 自分 自身が
楽 しみなが ら調べ て。 歴史が好 きな人 は質 問を
され るか ら,歴 史 の本を読ん だ り,古 城 の本読
んだ り。H市 に良 くな って も らいた い し,ま た
リピーター とは言 わないけれ ど も来て もらいた
い。
H城 の ボ ラ ンテ ィアガ イ ドは,歴 史 に対 す る
興 味 に加 え,H市 に対 す る愛 着 か ら も き っか け
に な って い るよ うで あ る。 た だ しCさ ん 自身 は
S県 出身 で あ る がH市 の 出 身 で は な い 。Cさ ん
の配 偶 者 がH出 身 で あ り,不 動 産 購 入 な どの た
め にH市 に居 住 す る よ う にな った との こ とで あ
る。
この ボ ラ ンテ ィア ガイ ドと平 行 して,Cさ ん
に影 響 を与 え た もの と してCさ ん は次 の よ うに
語 る。
H市 が,友 好関係 で2年 に1回,中 国のS市
へ 友好使節 団組 んで行 ってます。 それで民間人
が7,8人 ですかね,市 の関係者 なんかで(全
員 で)14,5人 で行 った り来た りして,文 化交
流 や って ます わね。 それ に応 募 したんです よ。
そ して3,4年 前 に中国 に行 ったん かな。 そこ
で初めて外 国へ行 って,そ れ も普通 の外国旅行
と違 って幼稚 園を見学 した り,学 校へ行 った り,
中学校へ見学行 った り工場 へ行 った りと,い ろ
んな所見 られ たん じゃな いかな と。 その中 に家
庭 訪問ですか,家 庭 で夕食 よばれ た りして,い
ろんなお話 を した りす る家 庭訪問 があ ったん で
す。 いろんな所 見て,異 文 化 というか外 国 に,
一応 垣間見 た とい うか
,ほ んの少 しか もわか ら
ない けど,普 通 の人 よ りち ょっと見 た と,そ う
言 う経過が あった ものですか ら。
それで,ガ イ ドしてます と,ガ イ ドや って る
人 で もね,中 には 中国語 を話 せ る,ま あ,中 国
語 の人 もいるけ ど,英 語話 せ る人 は英語,外 国
人 の,そ う言 う登録 してる人何人か いるんです。
中国語 も1人 ぐらいお られるんか な。 ほん とに
まだ元気で したか ら,外 国 に行 ったことはなかっ
たか ら,H市 のそれで行 って,外 国に,異 文化
に興味がわ いて,そ れで 「接す る機会 がな いか
な」 と。 ただ,ど う言 うんですかね,生 のね,
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ほん との外 国の生活 を知 るとい うか,考 え方を
知 るというかなんか そ う言 うチ ャンスが ないか
な と。外 国の人 と接 す る,そ れをず っと考 えて
る。 単なる旅 行へ行 くん じゃな くて。そ した ら,
この ボランテ ィアガイ ドの広報 があ りま したか
ら,ち ょっ と忘れ ま した け ど市 の広報か その一
般,要 す るに記事 が載 って ま して,こ れ な ら外
国の人 と接 せ られ るん じゃな いかな と。 自分 自
身 は外国の人 と接せ られて,余 談で話 していて,
接 して るといろんな事 が 「あんた どう してんの」
とか そ うい う事が知 れ るかな,と 言 う頭 があ っ
たん です。 実際や ってみて,日 本語教 える とい
うか 日本語 は自分 自身 も勉強 に もな る し,あ る
面 は 目標達成 なんです け どね。
H市 が 中 国S市 と友 好 関 係 を結 ん で い るた め,
あ ち こち に い って様 々 な もの を見 る こ とが 趣 味
で あ ったCさ ん は,S市 の友 好 使 節 団 に応 募 し
た。 そ こで の外 国 の人 々 の生 活 を垣 間見 た こ と
で,異 文化 へ の 関心 が生 ま れ,地 域 社 会 で の 外
国 籍 住 民 との直 接 的 な交 流 の た め に 日本 語 教 室
とい うボ ラ ンテ ィア を志 した よ うで あ る。
3.3.3.接 点 と 関係 す る生 育 環 境
こ う したCさ ん に 外 国人 との接 点 で の要 因 は
な い の で あ ろ うか。 両親 や き ょ うだ い と の関 係
を 以 下 に見 て み る。
親父 は民生 委員 だ とか,世 話 好 きというか,
悪 い言葉 で言 え ばお節介焼 き とい うか な,一 生
懸命 や ってた。母親 は普通 の家庭の主婦。 ボ ラ
ンテ ィアに関 して両 親の影響 はない だろうね。
た だ親父 は親父で そ うや って してた。 ただ僕 ら
は一緒 に住 んで ないか らね。 正月 に帰 って きた
ときに,何 や ってんだ,て 聞いた ら。兄 妹は3
人。 あ と女。 ボラ ンテ ィアはや ってないや ろな
あ。 娘は幼稚園 の先生。 ボ ランテ ィ17は してな
い。
世 話 好 き だ とい う両 親 持 って い た こ とは,C
さん 自身 は 関 係 な い とは言 って い るが,Cさ ん
自身 の 「世話 好 き」 や 「好 奇 心 旺盛 」 とど こか
接 点 が あ るの か も しれ な い。
3.3.4.ま とめ
Cさ ん に よれ ば,「S」 へ の参 加 は た ま た ま
で あ り,外 国 人 との 接 点 を持 つ た め に 「S」 で
ボ ラ ンテ ィ アを 始 めた と い う。 そ のCさ ん は,
社 会 人 時 代 に は ボ ラ ンテ ィ ア に対 す る関 心 はな
か った よ うで あ る。Cさ ん に よれ ば,当 時 か ら
「歴 史 」 に 対 す る興 味 が あ っ た よ うで あ る。H
城 の ボ ラ ンテ ィ アガ イ ドは,歴 史 に対 す る興 味
に加 え,H市 に対す る愛 着 か らもき っか け にな っ
て い る よ うで あ る。 そ の後,H市 が 中国S市 と
友 好 関 係 を結 ん で い る た め,あ ち こ ち に い っ て
様 々な ものを 見 る ことが 趣 味 で あ ったCさ ん は,
S市 の友 好 使 節 団 に応 募 した。 そ こで の外 国 の
人 々 の生 活 を垣 間 見 た こ と で,外 国へ の 関心 が
生 まれ,地 域 社 会 で の外 国籍 住 民 と の直 接 的 な
交 流 の た め に 日本 語 教 室 と い うボ ラ ンテ ィア を
志 した よ うで あ る。 世 話 好 き だ と い う両 親 持 っ
て い た こ と は,Cさ ん 自身 は 関係 な い とは言 っ
て い るが,Cさ ん 自身 の 「世 話 好 き」 や 「好 奇
心 旺 盛 」 と ど こ か接 点 が あ る の か も しれ な い。
3.4.Dさ ん の イ ン タ ビ ュー結 果 か ら
3.4.1.ボ ラ ン テ ィア を志 した 直接 の
き っ か け
Dさ ん(65歳 ・女 性)は 「S」 で外 国 籍 住 民
支 援 ボ ラ ンテ ィア を始 め た き っか け を次 の よ う
に語 っ て い る。
私 が何故 日本語 の指導 に興 味を持 ったか と言
います と。以 前ね,Cと い う工場 の近 くに事 務
で働 き に行 って いた ことが あるんです ね。 その
時 に外国人(フ ィ リピン)の 労働者 が正規で入 っ
て きて,派 遣会社 の研究員 みた いな形で 日本 に
お られ るとい う制度 がで きた,ち ょうどその時
や った と思 うんです け ど。 それで ま った く誰 も
英語 が話せ な くて困 ったん ですね,会 社 が。 多
少英語 を話 せて も通訳 を でき る程 の力が皆 さん
な か った んです,私 を含 めてね。 それで外 国人
の 日常生活 が,買 い出 しに行 った り不満 を聞い
た りといった ことがで きな くて。私 はた った一
人 で事 務 を して いたんです け ども。 時間 的余裕
が あ りま したのでね。 それ で(外 国人 の方 と)
買 い物 に行 った り,ご 一緒 に(食 べに)行 った
り,ご 一緒 した りそ ういう ことを してま して。
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や は り日本語 を,誰 かが教 えて(と い うことが
必要)。(外 国人が)日 本語 を話す近道 だ という
ので。 その会 社の専務 さんが教え られて いたん
です け ど。 いざ何を こうど うして教 えた らいい
のかね,見 当が まった く付かなか ったん です ね。
そ うい う興味を持 ったというのが きっか け。 「何
か プラスにな るか な あ」 と言 う。 実際,ボ ラ ン
テ ィア して ま して。 最初 は もう音声 だけ して ま
したん です けど も。 日本語 の指導講座 が あ りま
したんで。 それで こうちょっと(行 きま して)。
で,「S」 が設立 した時 に 「その まま引き続 きこ
ち らに」 と言われ ましたんで,そ の ままず っと。
教科書使 わないで,体 当た りで。
以 上 の よ うにDさ ん は,会 社 の方 針 で突 然 外
国人 が来 て,指 導 を す る必 要 性 を感 じた と い う
こ と が き っか け に な って い る よ うで あ る。 仕 事
が接 点 とな りて外 国籍 住 民 と接 触 しな け れ ば な
らな くな った とい うこ とで あ ろ う。
3.4.2.そ れ 以 前 にあ っ た接 点
Dさ ん は,外 国籍 住 民 支 援 ボ ラ ンテ ィア に ス
ム ー ズ に展 開 が あ った よ う で あ るが,そ の要 因
と な って い る の は何 で あ ろ うか 。Dさ ん は以 前
の ボ ラ ンテ ィア活 動 に対 して次 の よ う に語 る。
実 はです ね,5年 前 まで は国 際交 流会館,そ
このボラ ンテ ィアって言 うんで しょうかね,ホ ー
ムステイの受 け入れ とか。 そ こで少 し短期 間で
す け ど。 え え,そ うです。 いろい ろそれ以 外に
も来 られ るんですね。韓 国 とか。 わた しは少 し
言語 の方 に興 味が あ りま して。別 に何 を研 究だ
とか,そ うあれで はないんです けれ ども,個 人
的 に。や っぱ り世 界を知 るためには言 語がい る。
(ホームステイ)は た くさん見えま したよ。ア メ
リカ もそ うだ し,韓 国の方 とか,バ ングラデ ィ
シュの方 とか,フ ィ リピン,ス ゥェーデ ン,え 一
といろいろあ りま したね。 ブラ ジル。(ホ ームス
テ イの受 け入 れに際 して,受 け入 れ側 と して勉
強 したので すか という問い に対 して)そ うです
ね,「S」 ほ どは しっか りしたあれではな いんで
す けど,そ うい った保護 者 とか専 門の先生 だ と
かが来 てい ただいて,も たれ ま して,三 ヶ月 く
らいですね,講 師 と して,週 一 くらいで。 そ う
い うコースを受 けました。
以上 の よ うに,Dさ ん に は,外 国 人 と積 極 的
に 付 き合 う こ とが 「S」 以 前 に ホ ー ム ステ イの
受 け入 れ と して あ った とい うこ とで あ る。
3.4.3.接 点 と 関係 す る生 育 環 境
では,そ の ホ ー ムステ イ受 け入 れ のボ ラ ンテ ィ
ア を どの よ うに して 引 き受 け る こ と にな った の
で あ ろ うか。
小 さい頃は どち らか とい うと引 っ込 み思案。
今 で もそ うですけ ど,活 発で はあ りません。動
くことは好 きです けど。 人前 に立 つ ことが余 り
好 き じゃあない。現在 は 自分 の思 い通 りに生 き
てきます。 それは主人が望む こと。
(ボラ ンテ ィア活動 を今 までや って来 られ た ご
自身 の中 で,変 わ ったなあ と思 うよ うな ところ
はあ ります か,と い う問いか けに対 して)余 り
負担 にな らな くな って きま した,造 作 がね。大
変 じゃないです け ど。変 わ ってきたのかどうか。
最初 は,や っぱ りボラ ンテ ィアを してます とい
う感 じで はなか ったのか な。 自分でね。 楽 しみ
なが ら,(ご 自身 では 「活発 ではない」 と言 って
お られま したけ ども,こ うい った 日本語教 室 に
通わ れて,活 発 にな ってこ られたのです か,と
いう問いか けに対 して)一 対一だか らでき るん
で。教室 で教 えて下 さいは絶対で きな いんです。
た またまね,一 対一 とか,二 対一 ぐらいですか。
一人 でや って いる分は いいんです けど
。誰 か他
の 日本人 が いると ちょっと緊 張す るんです よ。
一人でや るんで した らいい と思 うんです けど
。
Dさ ん は幼 い と きには 「引 っ込 み思 案」 で あ っ
た と語 る。 そ う した と ころ は現 在 も残 って い る
よ うで あ る。
3.4.4.ま と め
Dさ ん が 「S」 で 外 国籍 住 民 支 援 ボ ラ ンテ ィ
ア 活 動 を す る直 接 の き っか け は,勤 めて いた 会
社 に突 然 外 国 籍 住 民 が 来 て 指導 をす る必 要 性 を
感 じた か らで あ る。 仕事 が接 点 と な って 外 国籍
住 民 と接 触 しな けれ ば な らな くな っ た とい う こ
とで あ ろ う。 こ う した必 要 性 がす ぐに行動 に移
せ た の は,そ れ 以 前 に ホ ー ム ス テ イの受 け入 れ
と して あ った か らで あ る。Dさ ん は幼 い とき に
は 「引 っ込 み思 案 」 で あ った と語 る。 そ う した
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と こ ろ は現 在 も残 って い る よ うで あ るの で あ れ
ば,ホ ー ム ス テ イ の受 け入 れ につ い て積 極 的 に
行 って い る の で あ ろ うか 。 ホー ム ス テ イ に関 し
て はDさ ん の家 族,外 国 籍 住 民支 援 ボ ラ ンテ ィ
ア につ いて も親 しい人 々か らの助 言 な どが あ っ
たか らか も しれ な い。
3.5.Eさ ん の イ ンタ ビ ュー結 果 か ら
3.5.1.ボ ラ ンテ ィア を志 した直 接 の
き っか け
Dさ ん(21歳 ・女 性)は 「S」 で外 国籍 住 民
支 援 ボ ラ ンテ ィア を始 め た き っか け を次 の よ う
に語 っ て い る。
「S」 の活動 に入 ったのは,今 年(2003年)の
1月 くらいか ら来始 めて,実 際 に外 国の方 に指
導 し始 あたん は3月 です。 だ いた い半年 くらい
な りま しょ うか。 参加 しよ うと したき っか けと
いうのは,な んかの募集 を見てなんです け ど,
外 国の方 と接 してみ る,向 こうの文化 を知 るこ
と も出来 るだろ うし,興 味 もあ ったか らです。
そ の募集 はポス トの 中に入 って あった市 の広報
み たいな ものです。
その外国人 の方 と接す る良 い機会 だ とい うの
は,外 国 に行 ってみ たい とか,外 国の文化 とか
習慣 とかを直 接見た りとか聞いた りとかに興味
が あ るか らです。 外 国に行 ってみ たい と思 った
の は,中 学校 の時か らです。 具体 的にア フ リカ
に行 ってみ たか ったん です よ。 また漠然 とア メ
リカ にも行 きたか ったん です け ど。 しか し,な
ん でか は覚 えてないんです。 今考え る と,あ ま
り知 られて ない し,あ ま りにもほん とに未知 の
世 界 じゃな いです けど,だ か らだったのかな あ
と思 います。
またボ ラ ンテ ィア をやろ うと思 ったのは,向
こ うに行 ってまで将来就職 しようとは思わな い
ん です けど,身 近 って言 うか,近 くで話せた り
とか出来 るか ら。 だ か らボ ランテ ィア って,そ
ん な に経験 とか技術 とかいいです よ,こ れか ら
や ってい けばいい とい うことだ ったので始め た
んだ と思 いますQ
今 まで クラブ活動 とかバイ トとかをや って い
た時間が ボラ ンテ ィア活動 に代 った と言 うこと
です ね。 クラブ活動 とか してた ら休 みたいので,
休 みの 日は休 みにな るので。今 は他 の 日が休み
なので日曜 日にボランテ ィアを して います。
以 上 の よ う に,Eさ ん の き っか け は,外 国人
と接 して み る こ とや 外 国 の 知 識 を得 る た め で あ
る。 ま た今 まで の ク ラ ブ活 動 が ボ ラ ンテ ィア に
変 わ った。
3.5.2.そ れ 以 前 にあ っ た接 点
で は なぜEさ ん は外 国 へ の興 味 を持 った の で
あ ろ うか。 こ の こ と につ いてEさ ん は次 の よ う
に語 る。
中学の時か ら,外 国の方 と接 す るのは旅 行 に
行 った りとか ではあります。外国の人 と触 れ合 っ
たというのは,「 グアム ・サイパ ン」 への船旅 と
い うのがあ って,そ の班 員 の中に グアムの人 が
いた り。 それは(外 国人 は私 の班 で は)一 人 く
らいで した けれ ど,他 の全員 の中 には何 人か い
た りとか。去年 モ ンゴル行 った ときにはモ ンゴ
ル の人 と接 しま した。 グアムの船 の旅行 は高校
生 の時に,モ ンゴルは大 学生にな ってか らです。
モ ンゴルへ は,**先 生 って先 生 につ いて いる
んです けれ ども,**先 生 がモ ンゴルの研究 を
な されて る方 で,毎 年 その ゼ ミの三 回生 はモ ン
ゴルに調査 に行 くってい うこ とで行 きま した。
これが三 回生 の時ですね。
ア フ リカに対 す る魅力 とい うのは,中 学 の時
は漠 然だ ったんです け ども,今 で もそんな にあ
んま り変わ ってな い。 そん なに調べ てるわ けで
もないです し 「た だ観 てみ たい」 ってい う感 じ
なんで,あ ん ま り変 わ って ないか も しれな いで
す ね。
Eさ ん に と って は,外 国 に旅 行 に行 った 経 験
が高 校 ・大 学 とあ り,ま た 中学 の 時 か ら外 国 人
との接 点 は あ った ら しい。 こ う した こ とやEさ
ん 自身 が ア フ リカ に行 って み た い とい う希 望 を
持 って い た こ と もあ り,ク ラ ブ活 動 が 引 退 を迎
え た後,外 国籍 住 民 支 援 ボ ラ ンテ ィア に関 心 を
持 った とい う こ とで あ ろ うか。
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3.5.3.接 点 と 関係 す る生 育 環 境
で は,こ う した外 国 へ の興 味 は どの よ うに し
て生 ま れ た の で あ ろ うか。Eさ ん は次 の よ うに
語 る。
両親 は,「 や りたい ことはや らせ る」,や ら し
て もえ るとい うか。 「や りた いな らや りなさい」
とい うよ うな感 じで したね。 両親 もそのよ うな
感 じで生 きてのですかね。たぶん,そ うなん じゃ
ないか。 わか らないですね。
小 中高 を通 じて 自分 は どうい う風 な子 どもで
あ ったか と言 うと活発 で したね。 み んなが活発
だ ったの で。 みん ながや りたい ようにやる とい
う感 じだ ったので。 だいた いそ うで したね,や
りたいことはや る。
(大学 の専攻 も)自 分の興味の ある学部が あっ
たか らです。 両親はち ょっと反対 しま した けど。
で も もう 「行 き たい んだ か ら」 って言 った ら
「行 っておいで」 って感 じで した。大学で地域文
化 コー スというのを選んだ と言 うの は,ア ジア ・
アフ リカに興味があ ったか らです。
Eさ ん は,両 親 の 「や りた い こ とは や らせ る」
と い っ た教 育 の もと,ア フ リカへ の 興 味 な ど発
展 させ る形 で 現 在 の ボ ラ ンテ ィア活 動 を 行 って
い る よ うで あ る。
3.5.4.ま とめ
Eさ ん は,外 国 籍 住 民 支 援 ボ ラ ンテ ィア を 行
う き っか けを 外 国 人 と接 して み る こ とや 外 国 の
知 識 を 得 るた め で あ る と捉 え て い る。Eさ ん に
は過 去,外 国 に旅 行 に行 った 経 験 が 高 校 ・大 学
とあ り,ま た 中学 の時 か ら外 国人 との接 点 は あ っ
た ら しい。 こ う した こ とやEさ ん 自身 が ア フ リ
カに 行 って み た い とい う希 望 を 持 って い た こ と
もあ り,ク ラ ブ活 動 が 引 退 を 迎 え た 後,外 国 籍
住 民 支 援 ボ ラ ンテ ィア に関 心 を 持 った とい う こ
とで あ ろ うか 。
Eさ ん は,両 親 の 「や りた い こ とは や らせ る」
とい った 教 育 の もと,ア フ リカへ の 興 味 な ど発
展 させ る形 で 現 在 の ボ ラ ンテ ィ ア活 動 を 行 って
い る よ うで あ る。
3.6.Fさ ん の イ ン タ ビュー 結 果 か ら
3.6.1.ボ ラ ン テ ィアを 志 した 直 接 の
き っか け
Fさ ん(53歳 ・男 性)は,「S」 で外 国 人 支
援 ボ ラ ンテ ィア を始 めた き っか けを 次 の よ うに
語 って い る。
「S」 のボラ ンテ ィアに僕 が参加 した経験 は浅
いんです。今 年 の4月 ぐらい だった と思 うん で
す け どね。2月 頃 にH市 の広報か なんかに 「ボ
ラ ンテ ィア募集」 というのが載 って ま して。僕
は,2月,3月 は仕事 の引継 ぎの こ とでバ タバ
タ してお った もので,4月 頃 にな って体が落 ち
着 いた もんです か ら,Hさ んに連絡 して 「今 か
ら参加 で きます か」 というこ とで。 だか ら,こ
のボランティアを始 めるきっか けになったのは,
「何か しよう しよう」 と思 って気 を配 って いて,
た また まこのことが載 って いたか ら 「い いな あ」
ということです。
外 国人の ボラ ンテ ィアをや ってみ たい と思 っ
た のは,ひ とつ はね特殊 とい うか体の都合 で。
商売,小 売店 ですか ら本 当は定 年 も無 いん です
けれ ども,ず っと仕事を しなが ら人 も使 って ま
したか らね。今 は(商 売 は)し て いな いん です
けど。 去年一年 間は入院,入 退 院を繰 り返 した
もので 「闘病 と商売を両立 してい くことは難 し
くなるかな」 と甥 に商売を譲 ったんですね。 そ
れ は規 定の路線 で,そ のつ もりで甥 も3年 程前
か ら一 緒に商売 をや ってま したか ら。 だか ら商
売 を譲 って,闘 病に専念す る とい うことで 家 に
じっと しているということになった時点で,「ぼ一
と して い るだ けではいかん」 のでなんかで き る
ことね。「金儲 けはで きんか ら,ボ ランテ ィアで
も」 と言えば失礼 でやけ ど。 とい う意味で い ろ
い ろ気 を配 って おって,広 報 で こうい うこ とを
見つけて。
それ と もうひ とつは学校が外 国語 大学を 出て
い る もんですか ら,も ともと外 国語 というのに
興味が あ ります し。旅 行 とかね。 外国人 と接す
るのは嫌 い じゃあ りません し。Mセ ンター で も
だ いぶ ん付き合 いがあ りま した か ら。 そうい う
意味で もいい仕事 とい うか 「ボラ ンテ ィアだな
あ」 と思 って,や らして も らってい るんで すけ
どね。 毎週 日曜 はこれをや って いるんです。 こ
こが 日曜 日の午前 中に設 定 され ているのは,学
習者 も働 いて いる人 が多 い し,そ して教え る側
もみん なみんな定年 で(毎 日あ いてい る)人 と
い うの がお るか らじゃないかな。 日曜 日の午後
外国籍住民を支援するための社会的要因について9
とい うの も中途半端 や し,土 曜 日も休 みの会社
や ら休み じゃな い会社や らあ るん じゃな いかな。
以 上 か ら,Fさ ん が外 国籍住 民 支援 ボ ラ ンテ ィ
ア を 志 した の は,闘 病 生 活 の 中で な に か 出来 る
こ と を探 して いた とき,た ま た ま広 報 で見 つ け
た の だが,も と も と外 国語 学 部 を 出て いて 外 国
語 に興 味 が あ り,外 国人 も嫌 い で は な か っ た。
時 間 も合 って い るか らで あ る。
3.6.2.そ れ以 前 に あ っ た接 点
で は,外 国 語 や 外 国 の事 情 に興 味 が 出来 た の
は な ぜ で あ ろ うか 。 これ につ い て はDさ ん は次
の よ うに語 って い る。
大 学は外 国語大学へ 。行 ったき っか けは,受
験科 目の都合 だとか,偏 差値 の都 合 とか,そ ん
な深い理 由 はないです けどね。 どっちか とい う
と理 科系で はなか ったですね。語 学が好 きだ っ
た とい うこと もないんです。 消去法で残 った く
らいな もん で。 「変わ った もの」 という意識 はあ
りま したけ ど。外国語学部で もその頃だ った ら,
英語 とか,フ ランス語 だ とか,ロ シア語 なんか
も人 気があ ったかな。 中国語 なんて い うの はま
だまだで したけ どね。 だ か ら就職 とか に も有利
なポ ピュラーな とい うか メ ジャーな外 国語 よ り
も,ち ょっ と人 数か少な くて面 白い,例 えば モ
ンゴル語 とか,そ うい うと ころ も考 えていたん
です けどね。 ち ょっと変わ った とい う意 味で。
特 に タイに関心 があ った とい うわ けで はな いで
す。 タイの方 には行 った こ とは一 度 あ ります。
学生 の時は,主 にバイ ト,パ チ ンコか な。 まと
ま った ことは していな いです ね。 サ ークル活動
も無 いです ね。 ただ,旅 行 が好 きで一年 休学 し
て旅行 に行 きま した。 自転車 で 日本一周 した ん
です。「外国ではな く,ま ず 日本」 と思いま して。
「いずれ外 国に も」 とは思 って いましたが,大 学
時代 には行 って ないですね。
Fさ ん は も と もと外 国語 に は そ れ ほ ど関心 が
な か った よ うで あ る。 た ま た ま受 験 科 目の都 合
で外 国語 大 学 を選 び,学 ん で い く内 に言 葉 に対
す る興 味 が芽 生 え,外 国 に行 く こ とに よ っ て外
国人 も嫌 で はな くな った と い う ことで あ ろ うか。
ボラ ンテ ィアに当 ては まるか どうかわか りま
せん けれ ども,Mセ ンターか らの留学生 の ホー
ムステイの受 け入 れ とい うの は して いま した。
けれ ども,そ れ以外 にボ ラ ンテ ィア とい うの は
無か った ように思 います ね。地域 活動 も余 り加
わ らなか った し。 またPTAの 活動 とい うの も
無 いですね。小 売店 で したか らね。 日曜祭 日営
業で しょう。 そ うい う意 味で,子 ど もに も申 し
訳 ない と思 う くらい,子 供が小 学校 中学 校 とか
PTAと か地区の何 とかとか,そ うい った活動 と
か殆 どタ ッチできなか ったです ね。仕事 は普通
の サラ リーマ ン以上 に時間 に縛 られ て,休 み も
はるかに少な か ったです しね。 それ で も,語 学
を学ぶ というこ とはや って いま した。 ホー ムス
テイの方 も受 け入れて いま した。
Mセ ンターに来 る学生 の ホーム ステイを受 け
入れ た りとか は,Mセ ンターがで きた時か らで
す。僕 も英語 喋 った りす るの好 きで したか らね。
生徒 として,何 回 もお金払 って行 っていた りし
て。 それで 「も しホーム ステイを希 望す る学生
が あれば受 け入 れ ます よ」 とい う登録 して おい
て 「こうい う生 徒が希 望 してます けど,受 け入
れ して くれ ます か」 とい う問い合わ せあ ると,
延べ4人,5人 受 け入 れた りしま したけ どね。
それ は,だ いぶん前 です。20年 前 くらいか ら10、
年 くらい前か けてです ね。
英語 を学ん でい たのは,年 に春夏 学期 と秋 冬
学期 とか言 うて毎週夜 二回。 社会人 のた めの英
語 プ ログラムち ゅうよ うなね。 いろんな プログ
ラムがあ るん です け どね。昼 間行 くプ ログラム
とか,夜 だけ とか,日 曜 だけ とか。 ほんで夜 の
二時間 ほど週二 回を3ヶ 月 くらいか な。6万 か,
7万 の月謝 でね。 ず っと今 もや って ます け どね。
それに寄 る とい ろんな学生 とか社会 人 とか20人
か そ こら集 ま って いま した。 毎年2回 つつ あ っ
て。 い ろんな交流 とかあ った り して 。そ うい う
の好 きで したか らね。 けっ こう6万,7万 もい
い金額 で したか ら毎 回毎 回 とい うわ けに もい き
ませんです け どね。 とびとびで何 回は。 延べ5,
6回 は受けてま した。Mセ ンターがこちらに移 っ
てきてか ら,20年 の間 に断続 的 に。 それか ら後
は教 室 に行 かな くて も生徒 を受 け入 れた りとか
ね。一度,ホ ームステイ させた生徒がMセ ンター
を卒業 して も,「まだ日本にいたいんで,も うちょっ
とお らして くれ」 とか,あ るいはアメ リカに帰 っ
てあ くる年 もう一遍 日本 に来 て 「もうち ょっと
住 まわ して くれ」 とか。 そ うい った繋が りもあ
りま したね。
佛 大 社 会 学 第29号(2004)
10
Fさ ん が外 国人 を受 け入 れ た理 由 と して,ホ ー
ム ステ イが あ る よ うで あ る。 外 国語 大 学 出身 の
経 緯 か らFさ ん は外 国 語(英 語)が 好 きに な り,
地 域 の 公 共 施 設 で 英語 を 自主 的 に学 び,ま た そ
の 中で そ の 施 設 の 介 在 に よ って ホ ー ム ス テ イ も
自主 的 に受 け入 れ て い るよ うで あ る。
3.6.3.接 点 と 関係 す る生 育 環 境
で は 外 国語 大 学 に進 学 す る要 因 と な った もの
は 何 が あ るの で あ ろ うか。Fさ ん は次 の よ う に
語 る。
(今までの人生の中で影響を受 けた人 は)な い
ですね。 特 に誰 かに会 った ことによ って考 え方
が 「ごろ っ」 と変 わ った とい うか,あ あい った
感 じはないですね。 また こ うい った本 を読 んだ
ので,何 か変 わった こともないですね。本 は好
きですか ら,た くさん読ん でます けど。感 動 し
た本 はい くらで もあ ります けど,そ れによ って
目か らうろ こだ とか,な るほ どとか,泣 けて き
たとか,そ ういうことは殆 どないですね。
両親 も親 族 も兄弟 もボ ラ ンテ ィアの経験 はあ
んま りな いですね。母 親 は,ボ ランティア とい
うか田舎 の ことですか ら商売が らみで,仲 人 は
片親 ですか らで きませ んけ どね,男 と女 とを結
びつけ るとい うかそん な役 目を して ま したね。
商売 を して,今 と違っ て行商 みた いな もんです
か らね。 田舎ですか ら,と にか く出歩 いて商売
していると 「あそこの息子 はまだや」 とか,「 あ
そこの娘 は売 れ残 っている」 とか,「 年頃や」 と
か,い ろん な情報が あ りますか ら。 それ を くっ
つ けて,そ して うちの家で見合 い させ て結 び付
ける とかね。 そ うい う例 がた くさんあ って,僕
の子 どもの 時で も学校 か ら帰 って くると,家 で
見合 い して い ることが しょっち ゅうあ る。 それ
が ボランテ ィアと言えば,言 え るか どうか。
Fさ ん に よれ ば,両 親 や 親 族 か らボ ラ ンテ ィ
ア に対 す る親 しみ や 外 国 籍 住 民 支 援 を 感 じ させ
る モ ノ はな い よ うで あ る。
3.6.4.ま とめ
Fさ ん が 外 国 籍 住 民 支 援 ボ ラ ンテ ィア を志 し
た の は,闘 病 生 活 の 中 で な にか 出 来 る こ とを探
して い た と き,た また ま市 の 広 報 で 見 つ け た の
だ が,外 国 語 学 部 を 出 て い て 外 国語 に興 味 が あ
り,外 国人も嫌いではなかったし,時 間も合っ
























いる人々であるAさ んか らFさ んまでの6人 の
語りから,① ボランティアを志 した直接のきっ












を振 り返 り 「経済的」な生き方か ら別の生き方
を志す為に外国籍住民支援ボランティアを志 し
ている。その際の外国人支援ボランティアを選














































もあ り,ク ラブ活動が引退を迎えた後,外 国籍
住民支援ボランティアに関心を持ったというこ
とであろうか。Eさ んは,両 親の 「や りたいこ
とはや らせる」といった教育の もと,ア フリカ
への興味など発展させる形で現在のボランティ
ア活動を行っているようである。




あり,外 国人 も嫌いではなか った。時間も合 っ



















② 外 国語 へ の 関 心,③ 外 国 の 事 情 へ の関 心,④
地 域 に対 す る愛 着,⑤ 地 域 を 外 国人 に紹 介 した
い とい う思 い,⑥ 外 国 人 を 超 越 した人 間 へ の 興
味,⑦ 仕 事 が らみ で の 外 国 人 支 援 の必 要 性,⑧
病 気 な どの生 活 の 変 化,⑨ ホ ー ム ス テ イの 経 験
な どで あ る。 一 方,生 育 環 境 につ いて は ほ とん
ど関係 な い と い う結 果 にな った 。
4.2.課 題
本 稿 の分 析 は,イ ン タ ビュー 結 果 の ま とめ と
い う記 述 レベ ル に と ど ま って い る。 今 後 は,上
記 に述 べ た い くつ か の 要 因 が ど の よ う に関 係 し
て い る のか につ いて 検 討 を 加 え た い と思 う。 ま
た,今 回 の 調 査 で は イ ン タ ビュ ー人 数 が6人 と
非 常 に少 な いた め イ ンタ ビュー の件 数 を 増 や す
こ とが 必 要 で あ るが,そ の 際 に は,日 本 人 の 外
国 籍 住 民 支 援 と して 日本 語 教 室 だ けで はな く,
地 域 で の 外 国 籍 住 民 との 交 流 な どの さ ま ざま な
ケー スで の 取 り組 み に 関 わ る 日本 人 につ い て イ
ンタ ビュー を 試 み,日 本 人 が 外 国 籍 住 民 と共 生
す る た めの 条 件 や そ の 際 の 価 値 変 容 につ い て 考
え た い と思 う。
注
1)入 管統計 によれ ば,「平成14年 末現在における
外 国人登録 者数 は185万1,758人 で,前 年 に引き
続 き過去 最高記録 を更新 して いる。 この数 は,
平成13年 末現在 に比 べ7万3,296人(4.1パ ーセ ン
ト)の 増 加,10年 前(平 成4年 末)に 比べ る と
57万114人(44.5パ ーセ ン ト)の 増加 とな ってい
る。 外 国人 登録者 の我 が国総 人 口1億2,743万
5,350人(総 務 省統 計局の 「平 成14年10月1日 現
在推計人口」による。)に 占め る割合 は,1.45パ ー
セ ン トとなってい る」(入 国管理局2003)。
2)国 際 ボラ ンティアは 「地域 開発」「地球環境」
「人 権擁護」 「国際交流」 な どのテーマに分かれ
るが(大 山2002:95),海 外の外国人支援グル ー
プが多 く,日 本国内で の外 国籍住民 支援 のボ ラ
ンテ ィア活動 は少ないよ うであ る。
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【付記】
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      Social Factors Supporting Foreign Residents: 
              Based on Interview Data 
                                        Otsuka takao, Tomikawa taku 
 In this paper we attempted an analysis of the social factors that enhance the international 
living-together of foreign residents in Japanese local communities. For this purpose we inter-
viewed Japanese volunteers supporting foreign residents. The results show that the follow-
ing nine factors are positively evaluated for the living together of Japanese and foreign resi-
dents. 1) Experience of teaching a foreign language; 2) concern for a foreign language; 3) con-
cern for situations in other countries; 4) love for the local community; 5) providing guidance 
about the local community; 6)concern for people as such; 7) support with respect to work for 
foreign residents; ; 8) care in case of illness or other problems; 9) experience of home-stay.
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